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通
常
国
会
が
始
ま
る
。

「
予
算
委
員
会
で
裏
金
問

題
で
の
参
考
人
招
致
が
多

数
決
で
決
ま
っ
た
」「
共
産

党
の
代
表
質
問
で
、
大
軍

拡
を
中
止
し
な
け
れ
ば
国

　

田
村
氏
は
１
月
28
日
、

本
質
的
に
わ
い
ろ
性
を
も

つ
企
業
・
団
体
献
金
に
し

が
み
つ
く
自
民
党
の
姿
勢

を
批
判
。
関
係
者
の
証
人

喚
問
や
都
議
会
自
民
党
の

裏
金
疑
惑
の
徹
底
調
査
を

要
求
し
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
、
国
民
の
暮

ら
し
の
苦
し
さ
を
打
開
す

暮
ら
し
の
困
難
打
開
へ

財
源
を
示
し
五
つ
の
改
革
提
案

　

日
本
共
産
党  
田
村
委
員
長
が
衆
院
で
代
表
質
問

民
生
活
の
予
算
を
確
保
で

き
な
い
と
の
質
問
に
石
破

首
相
は
、
指
摘
は
あ
た
ら

な
い
と
い
う
だ
け
だ
っ

た
」「
国
民
の
願
い
や
声
が

実
現
す
る
国
会
を
期
待
し

た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

２
月
も
食
品
値
上
げ
。

「
１
６
５
６
品
目
が
値
上

げ
さ
れ
る
」「
３
月
は
も
っ

と
だ
と
い
う
」「
春
闘
で
は

る
政
策
全
体
の
転
換
を
主

張
。
▽
大
幅
賃
上
げ
▽
不

公
平
税
制
の
改
革
▽
全
て

の
国
民
が
安
心
で
き
る
社

会
保
障
▽
学
費
・
教
育
費

負
担
ゼ
ロ
▽
食
料
安
定
供

給
―
の
五
つ
の
改
革
を
財

源
の
裏
付
け
も
示
し
て
提

案
し
ま
し
た
。

　

た
ま
り
す
ぎ
た
大
企
業

の
内
部
留
保
を
賃
上
げ
に

回
す
仕
組
み
を
つ
く
る
よ

う
要
求
。
併
せ
て
残
業
規

制
の
強
化
、
労
働
時
間
の

短
縮
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　

税
制
は
生
計
費
非
課
税

が
原
則
だ
と
強
調
。
消
費

税
減
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
廃
止
。
法
人
税
率
を

被
爆
80
年

核
禁
条
約  

政
府
は
批
准
を

署
名
提
出
累
計
１
７
２
万
人
に

　

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発

効
し
て
４
年
と
な
る
１
月

22
日
、
被
爆
者
や
各
界
各

層
の
人
た
ち
が
呼
び
か
け

た
「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
の
署
名
・
批
准

を
求
め
る
署
名
」
の
共
同

提
出
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
、

第
４
次
分
15
万
８
１
４
６

人
分
を
外
務
省
に
手
渡
し

ま
し
た
。
署
名
は
累
計

１
７
２
万
３
４
６
３
人
分

に
な
り
ま
す
。
日
本
共
産

党
の
田
村
智
子
委
員
長
ら

が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た

原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会

の
高
草
木
博
代
表
理
事
は
、

被
爆
80
年
に
問
う
べ
き
は

核
兵
器
国
政
府
も
自
ら
の

約
束
と
し
た
「
核
軍
備
完

全
廃
絶
を
達
成
す
る
明
確

な
約
束
」
の
実
行
だ
と
強

調
。

　

日
本
被
団
協
の
田
中
煕

巳
代
表
委
員
が
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

を
ど
う
生
か
す
か
。
署
名

を
さ
ら
に
広
げ
て
大
き
な

運
動
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」以
前
に

戻
し
、
大
企
業
・
富
裕
層

へ
の
税
優
遇
を
た
だ
す
こ

と
を
要
求
し
ま
し
た
。

　

年
金
・
医
療
・
介
護
の

公
的
支
出
の
増
額
や
、
学

費
・
教
育
費
ゼ
ロ
に
向
か

う
た
め
の
教
育
予
算
の
抜

本
的
拡
充
を
要
求
。
食
料

自
給
率
50
％
の
回
復
を
当

面
の
目
標
に
、
全
て
の
農

業
・
酪
農
・
畜
産
従
事
者

の
所
得
を
増
や
す
政
策
へ

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
国
際
法
に
背

を
向
け
る
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

「
日
米
同
盟
絶
対
」と
す
る

石
破
首
相
の
姿
勢
を
た
だ

し
ま
し
た
。

大
幅
賃
上
げ
が
ぜ
っ
た
い

必
要
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ガ
ザ
停
戦
か
ら
２
週
間
。

「
ガ
ザ
北
部
は
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
の
攻
撃
で
壊
滅
的

だ
」「
救
援
物
資
も
な
か
な

か
届
い
て
い
な
い
」「
国
連

機
関U

N
RW

A

の
活
動
を
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職
場
か
ら
の
続
き
】

　

経
団
連
は
１
月
21
日
、

２
０
２
５
年
春
闘
の
経
営

側
指
針
と
な
る
「
経
営
労

働
政
策
特
別
委
員
会
報

告
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

報
告
は
「
賃
金
・
処
遇

経団連春闘方針「ベア念頭に」

　実質賃金回復には
　　労組の闘い不可欠

　

立
花
孝
志
Ｎ
党
党
首
が

街
頭
演
説
な
ど
の
動
画
で
、

兵
庫
県
議
会
百
条
委
員
会

の
委
員
だ
っ
た
竹
内
英
明

元
県
議
に
対
し
「
竹
内
は

よ

－

デ
マ
流
し
と
る
わ
」

な
ど
と
、
斎
藤
知
事
を
追

い
落
と
す
「
黒
幕
」
の
一

ネ
ッ
ト
誹
謗
中
傷
に

追
い
詰
め
ら
れ
た
兵
庫
元
県
議
の
死

　

虚
偽
の
発
信
ゆ
る
さ
れ
な
い

禁
じ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
法

律
で
支
援
が
困
難
に
な

る
」「
ガ
ザ
住
民
を
近
隣
国

に
移
住
さ
せ
る
と
い
う
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
提
案
は

強
制
追
放
で
あ
り
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

埼
玉
県
八
潮
市
で
道
路

陥
没
。「
驚
い
た
。
穴
が
ど

ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
る
」

「
穴
に
落
ち
た
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
救
出
が
で
き
な

い
」「
地
下
に
埋
ま
っ
て
い

る
通
信
回
線
も
使
え
な
く

な
っ
た
」「
下
水
管
の
腐
食

に
よ
る
破
損
の
よ
う
だ
」

「
老
朽
下
水
管
は
全
国
各

地
に
あ
る
。
大
変
な
問
題

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

中
居
正
広
氏
の
性
加
害

問
題
。「
や
り
直
し
の
記
者

会
見
は
10
時
間
半
に
も

な
っ
た
」「
フ
ジ
テ
レ
ビ
の

人
権
意
識
を
欠
い
た
企
業

風
土
が
露
わ
に
な
っ
た
」

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム

ズ
紙
は
、
和
解
金
を
『
口

止
め
料
と
し
て
支
払
っ
た

と
い
う
疑
惑
』と
報
じ
た
」

「
フ
ジ
会
長
・
社
長
が
辞
任

し
た
」「
会
見
に
出
席
し
な

か
っ
た
日
枝
久
会
長
の
責

任
も
問
う
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

豊
昇
龍
が
横
綱
に
昇
進
。

透
明
マ
ン
ト
の
つ
く
り

方　

究
極
の
〃
不
可
視
〃

の
物
理
学

　

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
Ｊ
・
グ

　

バ
ー
著　

水
谷
淳
訳

　
　

文
藝
春
秋
刊

　
　

定
価
２
５
３
０
円

　

い
ま
「
光
学
迷
彩
シ
ー

ル
ド
」
が
発
売
さ
れ
、
透

明
人
間
に
な
り
た
い
の
夢

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

透
明
マ
ン
ト
は
科
学
的

に
は
「
不
可
視
化
ク
ロ
ー

ク
」
と
呼
ぶ
。
Ｓ
Ｆ
の
夢

で
も
あ
る
「
不
可
視
化
」

は
光
と
物
質
の
正
体
の
解

明
と
結
び
つ
い
て
お
り
研

究
者
た
ち
の
歴
史
で
あ
る

と
い
う
。ニ
ュ
ー
ト
ン
、ヤ

ン
グ
、
エ
ル
ス
テ
ッ
ド
、

フ
ァ
ラ
デ
ー
、
マ
ク
ス

ウ
ェ
ル
、
ラ
ザ
ー
フ
ォ
ー

ド
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、

エ
ミ
ー
ル
・
ウ
ル
フ
な
ど

の
足
跡
を
数
式
も
無
し
に

紐
解
い
て
く
れ
る
の
が
う

れ
し
い
。　
　
　
（
Ｅ
）

バ
イ
が
咲
い
て
い
た
。
い

い
香
り
が
漂
っ
て
き
た
」

「
三
鷹
駅
で
梅
が
咲
き
だ

し
た
」

決
定
の
大
原
則
」
を
修
正

し
、
総
額
人
件
費
抑
制
の

方
針
は
残
し
つ
つ
も
、
賃

上
げ
は
コ
ス
ト
増
で
は
な

く
不
可
欠
な
投
資
で
あ
る

と
の
認
識
に
立
つ
と
述
べ
、

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
念
頭

に
置
い
た
検
討
」
を
会
員

企
業
に
求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
実
質
賃
金
プ
ラ

ス
化
の
課
題
は
「
企
業
の

賃
金
引
上
げ
だ
け
で
対
応

し
続
け
る
こ
と
は
困
難
」

だ
と
し
て
い
ま
す
。
ス
ト

ラ
イ
キ
を
構
え
る
な
ど
労

働
組
合
の
闘
い
に
よ
る
打

開
が
不
可
欠
で
す
。

人
と
攻
撃
。
あ
ま
り
の
誹

謗
中
傷
に
議
員
辞
職
す
る

と
、
立
花
氏
は
「
辞
め
た

の
は
警
察
か
ら
事
情
聴
取

さ
れ
た
た
め
だ
」
と
言
い
、

竹
内
氏
の
死
（
自
死
と
み

ら
れ
る
）
に
は
「
逮
捕
が

怖
く
て
死
ん
だ
」
と
ま
で

悪
罵
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
警
は
こ
れ
を
完

全
に
否
定
。
日
本
共
産
党

の
小
池
晃
書
記
局
長
は
20

日
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
、「
全

く
の
虚
偽
。
許
さ
れ
な
い

事
態
」と
指
摘
。「
す
べ
て

の
始
ま
り
は
告
発
者
つ
ぶ

し
を
や
っ
た
斎
藤
元
彦
知

事
で
す
。
こ
こ
か
ら
多
く

の
人
が
追
い
詰
め
ら
れ
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
竹
内

さ
ん
の
死
の
原
因
解
明
と

責
任
の
追
及
、
処
断
が
必

要
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

都議選・参院選で躍進めざす
日本共産党 2･8 東京ｵﾝﾗｲﾝ大演説会

２月８日 （土）14：00 ～

弁士：田村智子（日本共産党委員長・衆院議員）
         小池 晃（日本共産党書記局長・参院議員） 
　　　　　　　比例選出  
　      吉良よし子（日本共産党
　　　　参院議員）東京選挙区選出

「
千
秋
楽
の
巴
戦
は
す
ご

い
気
魄
だ
っ
た
」「
豊
昇
龍

は
元
横
綱
の
朝
青
龍
の

甥
っ
子
だ
」「
取
り
口
が
似

て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
民
家
の
庭
先
で
ロ
ー

終
末
時
計
最
短

人
類
滅
亡
ま
で「
89
秒
」

　

米
科
学
誌
『
ブ
レ
テ
ィ

ン
・
オ
ブ
・
ジ
・
ア
ト
ミ
ッ

ク
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ツ
』

は
１
月
28
日
、「
終
末
時

計
」
の
針
に
つ
い
て
、
人

類
滅
亡
を
示
す
午
前
０
時

ま
で
、
こ
れ
ま
で
の
最
短

の
「
残
り
89
秒
」
に
な
っ

た
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
誌
は
声
明
で
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
３
年
に
な
ろ
う
と
す

る
な
か
、
い
つ
紛
争
が
核

戦
争
に
発
展
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
だ
と
指
摘
。

　

ま
た
、
深
刻
な
気
候
変

動
の
影
響
を
列
挙
し
、
大

半
の
政
府
が
地
球
温
暖
化

を
止
め
る
た
め
の
資
金
調

達
や
政
策
の
戦
略
を
法
制

化
し
て
い
な
い
こ
と
を
批

判
し
ま
し
た
。


